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論文内容の要旨 

十分な睡眠を取ることは全ての人の健康にとって重要である。現代社会では、睡眠不足

は様々な健康問題の原因となっている。例えば、睡眠不足は日中の過度な眠気や集中力低

下を引き起こし、その結果、仕事効率の低下や事故につながる。さらには、睡眠不足は自

律神経機能にも悪影響を及ぼし、うつ病、糖尿病、高血圧を引き起こす可能性がある。そ

れゆえに、より良い睡眠は多くの疾患の予防にとって重要である。しかしながら、そのよ

うな場合に用いられることが多い睡眠薬は潜在的に副作用のリスクがあるため、睡眠薬以

外の睡眠を改善させる方法が必要とされている。その方法の一つとして睡眠改善作用を持

つ食品素材の摂取があり、そのような食品素材として睡眠改善作用を持つ可能性があるブ

タ胎盤抽出エキス(PPE)を用いた。本予備臨床試験では、今後の本試験に向けて、PPE 摂取

による睡眠改善効果の可能性を評価するため、睡眠に満足していないが睡眠薬を使用して

いない健常人を対象にした。最初に PPE もしくはプラセボを２週間摂取し、2 週間の休止

期間を設けた後、さらに最初に投与したものとは反対のものを２週間摂取するクロスオー

バー試験で行なった。プラセボ試料を最初に摂取した群を Placebo first 群（n=8)、PPE を

最初に摂取した群を PPE first 群(n=12)とした。客観的な睡眠の評価として、アクティビ

ティー・トラッカーを、主観的な評価としてセントマリー病院睡眠質問票を用い、それぞ

れの摂取期間の前後で測定し評価した。主観的にも客観的にも睡眠時間の延長効果はみら

れなかったが、セントマリー病院睡眠質問票において、質問５：睡眠の深さ（プラセボ群

変化量−0.450 ± 2.21、PPE 群変化量 1.15 ± 1.79, p < 0.05)、および質問９：睡眠の質

（プラセボ群変化量−0.150 ± 1.53、PPE 群変化量 1.15 ± 1.53, p < 0.05)で、主観的

な睡眠の質が、PPE 投与群でプラセボ群と比して有為に改善した。PPE を２週間摂取するこ

とにより、主観的及び客観的な睡眠時間の延長効果は認められなかったが、主観的な睡眠

の質の改善効果が、睡眠の深さおよび睡眠の質などのいくつかの指標において認められた。

この結果により PPE を摂取することが、睡眠薬を使用することなく睡眠の質改善効果を高

める一つの方法であることが示唆された。 

 


